
y = 3.054 x - 0.337 

r = 0.92 **
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簡易法による硝酸態窒素(mg/L)

経常研究

簡易測定法での指標値を特定分施有無の判断指標となる⼟壌窒素量

環境地質本部 地質研究所農業研究本部 北見農業試験場

移植たまねぎの土壌窒素量に応じた適切な窒素分施

背 景

成 果

期待される効果

窒素過多が懸念される移植たまねぎ畑において、環境負荷等低減のための窒素施肥法として活用する。

近年は分施でもたまねぎ畑の土壌窒素が過多の傾向にあり、環境負荷リスク
が高まっている。

１ ２

共同研究機関：中央農業試験場
（協力機関：網走農業改良普及センター、空知農業改良普及センター、胆振農業改良普及センター、きたみらい農業協同組合、北海道糖業株式会社）

分施（ぶんし）：作物の養分吸収特性を考慮し、肥料の一部を計画的に分けて施⽤する方法。
たまねぎでは１回⽬（移植時）に２／３、２回⽬（移植４週後）に残り１／３の肥料を施⽤。
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土壌硝酸態窒素 6mg/100g未満 6mg/100g以上

収量10%アップ

収量変化無し

簡易法の測定値では、2.1mg/L
以上で分施省略可

7

問い合わせ：北見農業試験場 電話：0157-47-2146 (代表)

パックテスト

6 通常法と簡易法の値は、ほぼ直線回帰

硝酸態窒素測定に⽤いた
簡易測定器の例

結果を数値化

窒素量6mg/100g以上
で２回目の施用を省略可


